
基 調 講 演 

 

 

テーマ：社会資本の高齢化対策のあり方と課題  

  〜鋼構造物を主対象として〜 

 

講 師：広島大学大学院 工学研究院 教授 藤井 堅 

 

略 歴 

昭和 50 年 3 月 広島大学工学部土木工学科卒業 
昭和 52 年 3 月 広島大学大学院工学研究科土木工学専攻修了 
昭和 52 年 4 月 川田工業（株）技術本部研究室 
昭和 54 年 4 月 広島大学 助手（工学部） 
平成 2 年 4 月 広島大学 助教授（工学部） 
平成 21 年 4 月 広島大学 教授 （大学院工学研究科） 
現時に至る 
 

研究活動・著書他 

鋼構造物の座屈・耐荷力に関する研究 
複合構造物の力学挙動・耐荷力，孔あき鋼板ジベルのずれ耐荷力に関する研究 
高齢化鋼構造物の残存耐荷力評価および将来予測に関する研究 
高齢化鋼構造物の性能回復に関する研究 
（著書） 
腐食した鋼構造物の性能回復事例と性能回復設計法，土木学会，2014． 
腐食した鋼構造物の耐久性照査マニュアル，土木学会，2009． 
海洋環境における鋼構造物の耐久・耐荷性能評価ガイドライン，土木学会，2009． 
座屈設計ガイドライン、土木学会，2005. 
既設鋼構造物の耐力・耐久性診断と補修・補強に関する資料集，日本鋼構造協会，2002． 
鋼・コンクリート複合構造の理論と設計、土木学会，1999. 

 

講演概要等 

 現在，インフラ構造物の高齢化，老朽化が大きな社会問題となっている．一方，我が国

の経済状況には，明るい兆しは依然として見えない状況にある．このような背景に鑑み，

経済的かつ効率的な維持管理が強く要請されている．本講演では，社会基盤構造物のうち，

鋼構造物を主な対象として，維持管理の現状，維持管理のあり方，土木技術者としての取り組み姿

勢，必要な技術・知識について，また，構造物の長寿命化対策について，私見を交えながら述べる． 

 経済的，効率的維持管理のためには，既存構造物の安全性を柱とする残存性能の評価・把握と，

それが将来においてそのように変化（劣化）していくかという予測が不可欠である．現状では，こ

の辺りの研究は，まだまだ不十分と考えられ，関連して，高精度の評価・予測を行うために必要な

点検・調査・計測技術についても，昨今の IT 技術の目覚ましい発展を考慮しつつさらに発展した

新技術の開発なども必要と考えられる．また，維持管理体制においては，技術者だけでなく地域住

民も一体となった，従来とは異なる態勢の構築，人員構成や人材育成が，今後は不可欠と考えられ

る． 

講師写真 

 

縦 3.0cm程度 

横 2.5cm程度 
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Solid 26304
Shell 15176
Beam 39
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% (mm) (mm) (mm)
0 88.1 128.2 259.4 4.34
40 88.2 128.5 281.3 4.29
70 88.3 128.9 286.8 4.27
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